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金
揮
官
服
志
港

!
?
認
。
宗
童
話
番
之
翼
民
、
制
利
公
之
御
文
庫
に
有
v
之
云

h
n
o

と
載
せ
た
り
。
平
次
按
守
る
に
、
芳
春
院
君
は
職
園
の
最
中
に

出
生
し
給
ふ
御
女
俄
と
い
へ
ど
も
、
文
串
の
道
に
長
じ
給
ひ
、
源
氏

物
語
の
相
侮
或
は
古
今
停
授
を
も
悲
し
給
へ
る
怠
ど
の
事
、
右
脇
田

九
兵
衛
芭
賢
入
道
如
織
が
自
記
に
て
知
ら
れ
け
り
。
如
織
は
朝
鮮
人

也
。
文
藤
一
元
年
に
檎
と
成
り
、
翌
年
八
歳
よ
り
芳
容
院
君
の
御
堂
ー

に

τ人
と
成
る
故
K
・
源
氏
・
古
今
を
も
相
侮
し
給
へ
り
と
ぞ
。
加

藤
惟
賞
の
蘭
山
私
記
に
云
ふ
。
芳
春
院
君
江
戸
へ
読
人
に
被
v
鵠
v
入

け
る
時
、
家
康
公
の
御
扉
風
の
輪
開
に
、
吉
野
山
を
書
き
て
下
に
錨
刊
を

焼
け
る
闘
あ
り
。
家
康
公
此
給
は
宜
敷
繍
さ
う
註
れ
ど
も
、
不
v
付
事

を
か
き
た
る
物
也
と
御
意
也
。
芳
春
院
君
聞
召
し
、

吉
野
山
し
げ
る
檎
の
く
ら
け
れ
ば

ひ
る
も
絢
舟
の
か
ピ
り
焼
く
た
り

と
申
す
古
歌
の
心
左
ら
ん
と
仰
せ
ら
れ
し
に
、
公
甚
だ
御
感
有
っ
て

則
共
界
風
.
を
芳
容
院
君
へ
被
議
し
と
也
。
叉
京
都
紫
野
芳
春
院
に
停

来
せ
る
芳
春
院
君
御
自
盤
建
勝
に
御
自
讃
あ
り
。

治
し
へ
置
く
そ
の
言
の
葉
を
し
る
べ
に

τ

心
の
奥
を
た
づ
ね
し
ら
ぼ
や

意
-
候
。
恐
怪
談
言
。

寛
永
八
未
六
月
六
日

加
賀
中
納
言
殿

永
井
信
濃
守
備
政

酒
井
讃
岐
守
忠
勝

土
井
大
炊
頭
利
勝

酒
井
雅
楽
頭
忠
世

判判$J 中j

御
札
設
拝
見
候
。
御
居
誠
二
之
丸
御
作
事
に
付
、
御
普
鰭
有
度
皆
.

以
a
紺
闘
-
被
=
仰
上
-
候
庭
、
則
普
請
被
v
有
ν
之
候
様
と
上
意
之
儀
、
御
満

足
之
官
被
v
差
a
進
使
者
-
候
。
右
之
趣
具
建
=
上
聞
-
候
底
、
御
念
に
入
候

段
、
御
機
嫌
に
御
座
候
。
恐
慌
謹
言
。

六
月
廿
九
日

加
賀
中
納
言
殿

御
報

連

前

名

同

右
菅
家
見
聞
集
戟
v
之。

按
宇
る
に
、
右
奉
書
に
こ
・
三
之
丸
ひ
と
つ
に
被
成
昌
御
作
事
-
可
v
有
v

之
付
而
.
芳
容
院
丸
西
之
掘
被
v
成
a

御
掘
-
度
旨
被
=
仰
上
--R
々
。
と
あ

る
文
に
撮
れ
ば
、
二
J

丸
に
芳
春
院
丸
と
て
芳
春
院
君
の
居
舘
あ
り

し
一
曲
輪
及
び
三
J

丸
の
地
を
も
合
併
し
て
、
今
の
如
く
こ
，
丸
の
曲

輪
を
更
に
立

τら
れ
し
と
聞
ゆ
。
有
揮
武
貞
の
金
津
細
見
聞
稽
に
、

金
滞
古
蹟
志
巻
三

四
八

す
ぐ
し
楽
し
む
そ
ぢ
あ
ま
り
の
春
の
夢

さ
め
て
の
後
は
風
吹
く
怠
り

ーー・圃・園田・・・

叉
御
宵
像
讃

丈
夫
面
目
。
意
無
謀
然
4

摩
尼
在
v
手
。
納
衣
掛
v
属
。
繭
a
却
月
上
一
削
除
昌
倒

華
鮮
↓
一
組
齢
鶴
算
。
億
寓
斯
年
e

慶
長
十
四
己
酉
禽
仲
夏
下
涜
前
大
徳
春
屋
宗
囲
碁
齢

右
の
奥
替
に
芳
蒋
院
君
御
自
賛
和
歌
二
首
あ
り
。

曇
り
・
泣
き
、
秋
の
み
答
の
月
影
を

心
の
水
に
う
つ
し
て
ぞ
見
る

た
き
跡
の
か
た
み
ま
で
と
や
残
す
ら
ん

六
十
あ
ま
り
の
春
の
商
か
げ

。
以
=
=
丸
-
篇
畠
本
城
-

寛
永
入
年
問
月
十
四
日
金
城
府
下
の
火
災
に
‘
本
丸
の
股
閤
等
悉
く

延
焼
す
o
依
り
て
本
械
の
地
を
鱒
じ
‘
二
，
丸
に
居
館
趨
替
の
事
を
、

藩
侯
利
常
卿
幕
府
へ
言
上
せ
ら
る
L
慮
、
老
中
よ
り
の
牢
番
如
v
左。

今
度
御
居
城
依
昌
火
事
-
ニ
・
三
之
丸
ひ
と
つ
に
被
v
成
昌
御
作
事
-
可
v
有
v

之
付
而
、
芳
春
院
丸
西
之
堀
被
v
成
=
御
掘
)
度
之
官
、
・
被
昌
仰
上
-
候
。
如
品

輸
闘
-
建
議
箆
-
候
之
島
、
早
々
可
=
申
付
-
皆
上
意
候
閥
、
可
v
被
v
得
ロ
其

ー

!
1戸
川
』

B
H
g
f
t
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h
f
h
t
Z
L
E
E
-
a
t
r
t
F
F

慶
長
・
元
和
以
後
雨
=
一
度
の
悶
践
に
依
り
て
‘
御
城
中
の
縄
張
も
少

々
遼
ひ
、
町
割
も
度
々
一
遼
ふ
と
載
せ
た
る
も
.
さ
も
あ
る
ぺ
し
。
叉

同
記
に
、
寛
永
の
火
災
に
御
本
丸
狭
き
と
て
ぺ
二
，
丸
に
御
新
宅
出

来
す
。
と
い
へ
り
。
或
は
云
ふ
r
此
の
時
利
常
卿
二
，
丸
の
地
を
本
披

と
・
注
し
、
愛
に
居
舘
を
定
め
ら
る
L
も
の
は
、
本
丸
の
地
譲
だ
高
く
、

風
難
の
褒
あ
る
の
み
た
ら
守
、
慶
長
七
年
以
来
僅
の
年
間
中
に
、
三

度
火
災
あ
り
し
ゅ
ゑ
‘
是
等
の
事
を
勘
孜
し
給
ひ
、
二
，
丸
の
地
は
城

郭
の
中
央
怠
る
を
以
て
、
之
を
本
城
と
定
め
、
殿
閣
を
治
瞥
せ
し
め

ら
れ
た
る
な
る
べ
し
。
寛
永
八
年
よ
り
質
腐
九
年
の
火
災
ま
で
、
百

二
十
九
年
火
難
を
遁
れ
た
る
も
、
風
難
の
憂
な
き
故
左
ら
ん
か
と
い

《
同
町
一
v

へ
り
。
又
質
勝
五
年
幕
府
間
目
附
衆
帯
常
の
答
書
に
、
二
，
丸
郭
廻

六
町
制
拾
五
聞
と
戟
せ
た
り
。
是
邸
ち
寛
永
八
年
に
地
所
を
定
め
ら

れ
し
間
数
た
り
と
聞
ゆ
。

O
-
で
丸
殿
閤
謹
嘗

金
滞
細
見
聞
穏
に
云
ふ
。
太
守
の
御
常
居
も
本
城
に
て
、
往
昔
一
向

宗
の
御
堂
民
共
健
御
座
す
と
云
ふ
。
然
る
に
慶
長
・
元
和
以
後
雨
三

度
の
関
職
に
依
り
て
、
本
丸
の
地
狭
き
と
て
ニ
，
丸
に
御
新
宅
出
来
、

御
居
住
所
と
成
り
た
り
。
ニ
，
丸
御
新
宅
の
材
木
は
、
共
時
東
末
寺

四
九




